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ここで,せ-推定体重 (kg),または推定体高 (ctn),

Xは生後日齢 (子牛),または生後月齢 (育成雌牛)

を示す｡

今回求めた発育基準値と現行の全国和牛登録協会の

発育基準値との間には,かなりのズレが生じるのが認

められたが,それがデータの採り方,あるいはデータ

に当てはめる数学モデルの違いにもとづくものか明ら

かにすることはできなかった｡なお,このようなデー

タに,線型モデルを当てはめる場合に,体重より体高

の方が推定式の寄与率が小さい結果となったのは興味

深いことであった｡そして,子牛あるいは育成雌牛の

体重の発育基準値については,このような生産現場の

データからも充分実用に耐える推定が可能であるよう

に推察された｡


